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令和７年度当初予算の編成方針について（通知） 

 

令和７年度当初予算について、次のとおり編成方針を定めたので、幌延町財務規則第

７条第１項の規定により通知する。 

 

１ 国の動向と国・地方財政について 

内閣府が公表した 10 月の月例経済報告によれば、我が国経済の基調判断は「景気

は、一部に足踏みが残るものの、緩やかに回復している。先行きについては、雇用・

所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続くことが期待

される。ただし、欧米における高い金利水準の継続や中国における不動産市場の停滞

の継続に伴う影響など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクとなっ

ている。また、物価上昇、中東地域をめぐる情勢、金融資本市場の変動等の影響に十

分注意する必要がある。」としている。 

政府が本年６月に閣議決定した経済財政運営と改革の基本方針 2024（基本方針

2024）では、社会課題への対応を通じた持続的な経済成長を実現するため、賃上げ

の定着や価格転嫁対策の強化、全世代型リ・スキリングなどの労働市場改革、中堅・

中小企業の稼ぐ力の強化、成長分野への積極的投資、スタートアップ支援、新技術の

社会実装などで、デフレからの完全脱却と成長型の新たな経済ステージへの移行を目

指すとしている。また、中長期的には少子高齢化・人口減少を克服し、国民が豊かさ

と幸せを実感できる持続可能な経済社会の実現に向け、生産性向上、労働参加拡大、

出生率の向上を通じて潜在成長率を高め、官民挙げて積極果敢な国内投資を行い、企

業部門の投資超過へのシフトを促すとともに、経済・財政・社会保障を一体として相

互に連携させながら改革するなどして、成長と分配の好循環により経済の規模を拡大

させつつ、経済再生と財政健全化を両立するとの考え方が示されている。 

国の令和７年度予算は、「基本方針 2024 に基づき、経済・財政一体改革を推進す

る。ただし、重要な政策の選択肢をせばめることがあってはならない。」との考え方の

もと、持続的・構造的賃上げの実現、官民連携による投資の拡大、少子化対策・こど

も政策の抜本的強化を含めた新たなステージへの移行に向けた取組の加速、防衛力の

抜本的強化を始めとした我が国を取り巻く環境変化への対応など、重要政策課題に必

要な予算措置を講ずること等により、メリハリの効いた予算編成とする一方で、新た

な拡充を要する政策課題を含め、ＰＤＣＡやＥＢＰＭ（証拠に基づく政策立案）の取

組を推進し、効果的・効率的な支出（ワイズスペンディング）を徹底する等の基本的

な概算要求の方針が示されている。 



総務省は、地方の安定的な財政運営に必要となる一般財源の総額について、令和６

年度地方財政計画の水準を下回らないよう実質的に同水準を確保するとしており、令

和７年度地方交付税概算要求額 18兆 9,753 億円は、令和６年度当初予算額と比較す

ると 3,083 億円の増額見込みとなっているが、今後の社会経済情勢の推移、税制改正

の内容、国の予算編成の動向等により交付見込額の変動が予想される。財政基盤が脆

弱な地方にとっては、大きな影響が懸念されるところであり、適切に対応していくこ

とが必要である。 

 

２ 町の財政状況と当面の課題について 

本町の財政状況は、健全化判断比率等の財政指標において健全性を保っており、予

算についても過度な基金取り崩しに拠らず編成し得る財政状況を維持している。しか

し、輸入資源や食料価格、燃料費や電気料等の高止まりによる各産業への影響で税収

等の財政収支が見通しづらいうえ、賃上げを起点とする人件費の増加や労務費・原材

料費等の上昇による委託費・工事請負費等の増加が想定される。 

また、中長期的には、物価上昇に加え人口減少・労働力不足に伴う地域経済の縮小、

高齢化の進行による社会保障関係費の逓増が見込まれるほか、老朽化対策として道路

橋梁・上下水道等のインフラや公共施設に係る機能保持、長寿命化及び更新等が必要

となり、さらには幌延中学校区小中一貫校や多世代交流施設の整備に多額の予算が必

要になることが見込まれるので、今後も堅調な財政運営が求められる。 

このような中で、令和７年度予算については、町民が快適に安心して暮らせるよう、

基礎的な行政サービスの確保・充実を優先に、中長期的な視点で産業・地域振興や公

共施設等の老朽化対策を進めるとともに、町長が三期目の町政運営を進めるにあたり

掲げた目標施策や新たな行政課題にしっかり対処していく必要があるが、慢性的な労

働力不足や職員の欠員補充がままならない状況下においては、働き方改革や労働環境

の改善、人材育成など人への投資についても重要な課題となっている。 

 

３ 予算編成の基本方針について 

令和７年度の予算編成にあたっては、上記の１及び２を踏まえ、第 6 次幌延町総合

計画に定めるまちの将来像である「共に拓き、共に創り、未来へつなぐ！～笑顔と希

望に満ちあふれるまち ほろのべ～」の実現に向けて予算編成を行うこととする。 

その際、第 6 次総合計画及び重点戦略に基づく目標施策並びに町長の目標施策実現

に必要な取組に加え、業務の効率化や人材の確保・育成など人への投資に資する取組

ついては重点的に予算配分する。また、令和 8年度から 10年度に多額の予算が必要

になることが見込まれることから、公共施設等の補修や長寿命化対策等を前倒しする

こととし、以下のことを基本とする。 

  

 

 

 



（１） 町民の暮らしを着実に支え続ける 

 主人公は町民という考え方の下、町民目線を基本とし、町民の日々の暮らしを着実

に支え、「幌延町で暮らして良かった」と町民が実感できるよう、基礎的行政サービス

の確保と充実に努める。 

 

（２） 町民の安全と安心を守る 

 自然災害や感染症等から町民の生命・財産・生活を守るために、防災・減災対策や

感染予防対策等の行政課題に取り組む。また、幌延町強靭化計画推進に向け、施設の

老朽化・長寿命化対策を前倒しで進める。 

 

（３） 町総合計画基本計画・重点戦略に基づく取組の推進 

 第 6 次幌延町総合計画に定めるまちの将来像の実現に向け、基本計画に掲げる施策

を進める。特に、重点戦略（第 2 期幌延町地方創生総合戦略）に掲げる各種施策は、

産業の活性化、移住・定住、少子化対策、子育て・高齢者支援、人材育成など、人口

減少の緩和と活力ある地域づくりに直結する取組みであり最適化を図りながら着実に

進める。 

 

（４） 町長の目標施策に掲げる「主な施策」の推進 

 目標施策に掲げる「主な施策」は重点施策であり、令和８年度までに達成もしくは

道筋がつけられるよう、今後２年間をとおして計画的かつ着実に推進する。その際、

施設の整備等にあたっては、再エネ導入や省エネの推進などゼロカーボンの実現に向

けて必要な施策や取組みを検討する。 

 

（５） 業務の見直しとDX の推進 

 これまでの事務・事業について前例踏襲に甘んじることなく、課題解決や人・予算・

時間など経営資源の有効活用に向けて、必要性や有効性、推進体制、デジタルの活用

等にも踏み込み徹底した評価と見直しを行い、さらなる創意工夫・改善によってサー

ビスの確保充実と過剰経費やムダの縮減を図り、選択と集中の視点に立って施策の優

先順位付けを行い、予算を見積もる。 

  

 （６）人材の確保と育成 

  まちづくりは人づくり。町（庁）内の慢性的な人手不足を緩和し、産業やしごとを

活性化するため、働き方改革を進めるとともに施策等を総動員して人材の確保と定着

に向けた取組みを強化する。 

 

以上、予算編成の基本方針を示したので、全職員が一丸となって、現下の状況を認識

するとともに、以下の具体的事項を遵守して予算要求にあたられたい。 

 

記 



１ 総括的事項 

(１)一般財源の7割を超える地方交付税については、総務省が出口ベースで前年度対

比1.7％増を概算要求しているが、今後の経済情勢等により変動が予想されるため、

普通交付税は前年度交付決定額並で見込むこととする。一方、町税は固定資産税や

町民税の減少が見込まれることから、歳出は一般財源ベースで前年度当初予算額を

基準に０（ゼロ）シーリングの設定とする。各事務事業単位で達成できない場合は、

各部局等が分掌する事務事業全体で調整すること。 

 (２)継続事業予算については､「事務事業自己点検表・事務事業評価表」に基づき、事

業目的の達成度や費用対効果等施策内容を十分点検したうえで算定すること。 

 (３)投資的事業については、新たな行政課題や住民の要望等に配意するとともに、「総

合計画」や「重点戦略」、「町長の目標施策」に掲げられた「主な施策」や各種個別

計画に照らし合わせながら、理事者及び関係課等と事前協議を十分に行いつつ企画し

推進すること。 

 (４)健全な財政運営を維持していくために、町債の発行額及び債務負担行為の設定に

ついては、事前に副町長及び総務企画課長と協議のうえ、指示を受けること。 

 

２ 歳入に関する事項 

 (１)町税については、地域経済等の動向や課税客体の把握に努め、税収確保に留意す

るとともに税制改正を踏まえ的確な見込額を計上すること。また、徴収率の向上対策

に意を用いること。 

 (２)地方交付税は、令和７年度概算要求による出口ベースで前年度対比1.7％増である

が、人口減少影響分や基準財政需要額の増減を考慮した予算編成とする。 

 (３)使用料及び手数料については、利用者数の動向や施設等の運営を考慮しながら的確

な見込額を積算すること。 

 (４)国、道支出金については、補助制度等の改定動向や補助金確保の情報把握などに十

分留意すること。 

 

３ 歳出に関する事項 

 (１)一般財源ベースで前年度当初予算額を基準に０（ゼロ）シーリングの設定とする。

各事務事業単位で達成できない場合は、各部局等が分掌する事務事業全体で調整のう

え予算要求すること。 

 (2)消費的経費（人件費及び扶助費を除く）については、労務単価の改定や原材料価格

の上昇による増加など、特別な事情があるものを除き、一般財源ベースで前年度当初

予算額の範囲内とすること。 

事務事業の改廃、効率化等、一層の創意工夫による経費節減に努め、適切な財政運

営を行うこととする。 

(3)公共施設等の維持保全については、施設の安全性確保や利用者の安全安心を第一に

考慮し計画的な維持補修が施されるよう前もって長寿命化計画又は維持補修計画等

を策定し、当該計画等に基づき予算要求すること。なお、令和８年度から10年度に



かけて多額の予算が必要になることが見込まれることから、7年度への前倒し実施も

検討すること。 

 (4)負担金、補助金及び交付金については、その目的を達成したと認められるもの、負

担金等を縮減しても影響が少ないと考えられるもの、効果が見受けられないものにつ

いて、削減に努めること。また、負担金等についても「事務事業自己点検表・事務事

業評価表」を活用し、費用対効果等を総点検したうえで算定すること。 

 (5)政策的な経費については、町長の目標施策や町の各種計画における重要度・優先度

の観点や施策の全体工程などから必要性等を検討したうえで、関係課等と協議を行い、

事前に理事者の指示を受けること。 

 (6)新規事業については、必要性や効果等を十分検討し厳選するとともに、一般財源の

負担が極力増大することにならないよう、財源の確保及び既存事業の廃止（スクラッ

プ・アンド・ビルド）または見直しにより所要一般財源を確保すること。ただし、「総

合計画」、「重点戦略」 、「町長の目標施策」、「防災・減災・強靭化」及び「人

への投資」に資する取組みについては、この限りとしない。 

 (7)その他、歳出に関する事項については、添付している「予算見積りに係る留意事項」

に配意すること。 

 

４ 特別会計に関する事項  

 (１)特別会計についても、消費的経費（人件費及び扶助費を除く）は、労務単価の改

定や原材料価格の上昇による増加など、特別な事情があるものを除き、一般財源ベー

スで前年度当初予算額の範囲内とすること。 

(２)前記事項に準じて適正な負担の確保に配慮しながら、収支の均衡が図られるよう、

一層の努力を行うこと。 

(3)簡易水道事業会計及び下水道事業会計については、公営企業会計に移行しているの

で、(2)の事項に加えて適切な会計処理が行われるよう留意するとともに、見積もれ

のないよう十分配意すること。 

 

５ 予算見積書の提出期限等について 

 (１)予算見積書提出期限 

①経常的経費  令和６年12月02日（月） 

②投資的経費  令和６年12月13日（金） 

 (２)提出書類及び部数  「令和７年度予算見積書等提出書類一覧表」による。 

 (３)予算査定日程  別途通知する。  

 

６ 参考資料 

 (1)経済財政運営と改革の基本方針2024（概要・総論） 

 (2)地方財政（財務省） 

 (3)町長の目標施策と主な施策の内訳 

 



令和７年度予算編成方針のポイント 

 

 

 

〇町民目線を基本に、日々の暮らしを支え、町民が暮らし良さを実感できるよ

う基礎的行政サービスの確保と充実に努める。 

〇自然災害や感染症等から町民を守り、防災・減災対策や感染予防対策等の行

政課題に取り組む。 

〇幌延町強靭化計画推進に向け、施設の老朽化・長寿命対策を前倒しで進める。 

〇総合計画に定める町の将来像実現に向け、基本計画に掲げる施策を推進する。

特に重点戦略に登載している施策は着実に推進する。 

○町長の目標施策に掲げる「主な施策」は、令和８年度までに達成もしくは道

筋がつけられるよう、計画的かつ着実に推進する。 

〇施設の整備等の際には、再エネ導入や省エネの推進などゼロカーボンの実現

に向けて必要な施策や取組を検討する。 

〇業務の見直しは、経営資源の有効活用の観点から事務事業評価により必要性

や方法、デジタルの活用等について再検討し、選択と集中の視点に立ち、施

策の優先付けを行う。 

〇人手不足を緩和し、しごと等を活性化するために、働き方改革を進め、人材

の確保と定着に向けた取組みを強化する。 

 

 

 

○一般財源ベースで前年度当初予算額を基準に０（ゼロ）シーリングの設定と

する。各事務事業単位で達成できない場合は、各部局等が分掌する事務事業

全体で調整すること。 

○継続予算事業は、「事務事業自己点検表・評価表」に基づき算定すること。 

○投資的事業は、理事者及び関係課等と事前協議を実施すること。 

○町債の発行及び債務負担行為の設定は、副町長及び総務企画課長と協議する

こと。 

 

 

 

○地方交付税は、総務省が出口ベースで前年度対比1.7％増を概算要求してい

るが、今後の経済情勢等により変動が予想されるため、人口減少影響分や基

準財政需要額の増減を考慮したうえで予算編成する。 

○使用料及び手数料は、利用者数の動向や施設等の運営を考慮しながら積算す

ること。 

１ 基本方針 

２ 具体的な枠組み 

３ 歳入に関する事項 



○国、道支出金は、補助制度の改定動向や補助金確保の情報把握などに十分留

意すること。 

 

 

 

○消費的経費（人件費及び扶助費を除く）については、一般財源ベースで前年

度当初予算額の範囲内とすること。 

○公共施設等の維持補修は、事前に補修計画等を策定し計画的な予算計上に努

めること。また、令和８年度から10年度に大型建設事業が見込まれるため、

前倒し実施も検討すること。 

○負担金、補助金及び交付金は、「事務事業自己点検表・評価表」を活用し、

削減に努めること。 

○政策的経費は、関係課等と協議を行い、事前に理事者の指示を受けること。 

○新規事業については、必要性や効果等を十分検討し厳選するとともに、財源

の確保及び既存事業の廃止（スクラップ・アンド・ビルド）または見直しに

より所要一般財源を確保すること。 

 

 

 

○特別会計についても、消費的経費（人件費及び扶助費を除く）は、一般財源

ベースで前年度当初予算額の範囲内とすること。 

○収支の均衡維持を図ること。 

○公営企業会計は、適切な会計処理が行われるよう留意するとともに、見積も

れのないよう十分配意すること。 

 

 

 

○提出に当たっては、次の期限を厳守すること。 

①経常的経費  令和６年12月02日（月） 

②投資的経費  令和６年12月13日（金） 

○予算査定の日程は、別途通知する。 

 

 

 

 

４ 歳出に関する事項 

５ 特別会計に関する事項 

 

６ 提出期限等 


